
（平成26年3月31日現在）

議案
　第１号議案　取締役6名選任の件
　異議なく承認可決

利益（損失）処分 当期未処分利益（損失） ▲ 1,203,733 千円

監査報告
　会計監査人及び監査役２名が監査を実施した結果、適法かつ正確で
　あった。

収支状況の
要点

当期純利益 ▲ 46,695 千円

前年度との比較

○営業利益は、28,365千円で、
　前期比 87,007千円（▲75.4%）の減益となった。

○経常利益は、▲45,746千円で、
　前期比 81,435千円（▲228.2%）の減益となった。

○当期純利益は、▲46,695千円で、
　前期比 78,273千円（▲247.９%）の減益となった。

その他
（剰余金・欠損
金、設備投資、資
金調達など）

○資金調達
　特になし

○設備投資
　特になし

従業員数 3 人

営業報告の要点

　事業再生ADR計画（H22～2４年度）が終了し、新たなスタートとなっ
た。

　開業以来、門司港ホテルの運営を委託してきた㈱門司港ホテルとの契約が
終了し、当社子会社として設立したMKホテル運営㈱が、H２６年１月から
業務を引き継いだ。

　ホテル部門では、事業引継ぎに伴う予約の空白等により、婚礼を中心に売
上が減少し、オフィス部門においても１社の退去により売上減となった。

　海峡プラザは、3年連続で売上げを伸ばし、門司港レトロ全体の賑わいに
も貢献した。

　その結果、当期の売上高は500,089千円（前期比　99,203千円、
16.6%減）となった。

　今後も、ホテル経営の安定化による業績の回復、経営基盤の充実に向け、
引き続き、鋭意努力していく。

千円

本市の出資額 375,000 千円

本市の出資割合 23.85 ％

第三セクターの経営情報について

平成26年8月21日

港湾空港局総務企画課

報告対象団体 門司港開発株式会社

会社概要

会社の事業内容

（１）オフィスビル等不動産の所有、賃貸及び管理
（２）ホテル及びレストランの経営
（３）各種イベントの企画、構成及び運営
（４）地域、都市及び港湾等の各開発並びに環境整備に関する企画、
　　   調査及び設計業務
（５）ギャラリー及びショールーム等展示場の運営

資本金額 1,572,500



資料２








































